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広報 1n号

出石寺から望む日の出 (黒田:小西善幸氏撮影)

い~い~21世紀G)スタート!

あけましておめでとうございます
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最大の努力を尽くして議員一丸となって努力を
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い

で
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
本
年
は
二

0
0

一
年
と
い
う
新
し
い
千
年
期
で
あ
り
、

二
十
一
世
紀
と
い
う
新
た
な
世
紀
の
年

で
あ
り
ま
す
。
人
類
の
歴
史
の
上
で
も

大
き
な
区
切
り
の
年
で
あ
り
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
意
義
あ

る
年
を
迎
え
ら
れ
、
益
々
の
ご
活
躍
を

さ
れ
ん
こ
と
を
心
か
ら
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

日
本
の
国
は
、
先
輩
の
皆
様
の
ご
努

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
町
民
の
皆
様
に
は
、
新
春
を
お
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

私
も
議
長
就
任
以
来
、
町
政
の
進
展

と
円
滑
な
る
議
会
運
営
に
搬
力
を
捧
げ

て
参
り
ま
し
た
が
、
早
く
も
二
回
目
の

新
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
問
、
町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
温
か
い
ご
指
導
や
ご
厚
情
に
対

し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
景
気
が
低
迷
す
る
中
で
町

民
生
活
や
町
財
政
も
誠
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
し
た
が
、
明
る
く
元
気
な
町

づ
く
り
を
基
調
に
、
養
護
老
人
ホ
l
ム

白
山
園
移
転
改
築
の
整
備
促
進
、
介
護

力
に
よ
り
豊
か
な
国
と
な
り
ま
し
た
。

約
半
世
紀
を
費
や
し
、
今
日
の
国
を
創

り
あ
げ
た
と
一
一
百
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
今
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し

て
進
ん
で
い
ま
す
。

ム
方
、
私
た
ち
は
生
活
の
利
便
性
を

求
め
て
き
た
反
面
、
か
け
が
え
の
な
い

も
の
も
失
い
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
人
間
と
し
て
の
生
き
方
、
自
然

と
の
共
生
な
ど
に
、
何
か
積
み
残
し
て

き
た
も
の
を
感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
新
た
な
年
を
ス
タ
ー
ト
す
る

に
あ
た
っ
て
、
二
十
世
紀
を
総
括
す
る

窓
味
で
反
省
を
し
な
が
ら
、
新
た
な
る

日
標
を
掲
げ
、
二
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー

ト
を
力
強
く
踏
み
出
し
て
行
き
た
い
と

保
険
制
度
の
施
行
、
高
度
情
報
化
に
即

応
し
た
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
等
、
産
業
・
生
活
基
盤
の
整
備
に
向

け
て
多
く
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
こ
れ

ら
の
事
業
に
対
し
て
適
切
な
る
議
案
審

議
を
通
じ
て
積
極
的
に
支
援
を
し
て
参

り
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ

れ
分
権
時
代
が
幕
を
聞
け
、
今
後
は
地

域
主
権
の
新
た
な
地
方
自
治
制
度
確
立

の
推
進
が
予
想
さ
れ
ま
す
し
、
市
町
村

合
併
問
題
も
避
け
て
通
れ
ぬ
雲
行
き
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
急
激

な
少
子
-
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
の
進

展
な
ど
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
新

思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
経
済

不
振
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど

当
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
う
い
う
中
に
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
及
び
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

を
併
設
す
る
養
護
老
人
ホ
1
ム
白
山
園

の
移
転
改
築
工
事
並
ぴ
に
、
介
護
老
人

保
健
施
設
建
設
工
事
の
着
工
、
果
樹
選

果
場
の
完
成
、
商
品
券
の
発
行
な
ど
、

福
祉
や
経
済
の
面
で
自
立
で
き
る
基
盤

整
備
に
着
手
で
き
た
こ
と
は
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち

に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
・
分
水
問
題
、
市
町
村
合
併

し
い
時
代
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、

住
民
の
価
値
観
、
生
活
様
式
の
多
様
化

等
、
社
会
経
済
全
般
に
わ
た
る
構
造
的

な
変
化
に
直
面
し
て
お
り
、
従
来
の
シ

ス
テ
ム
全
体
の
変
革
と
新
た
な
創
造
を

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
方
分
権
が
進
む
中
で
は
、

今
ま
で
と
違
っ
て
地
方
自
治
体
の
自
主

性
が
益
々
強
ま
り
、
議
会
の
役
割
は
大

き
く
増
大
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
私
た
ち

議
員
も
何
が
必
要
か
を
的
確
に
判
断
し
、

町
行
政
と
の
十
分
な
意
志
疎
通
を
図
り

な
が
ら
、
そ
の
任
を
果
た
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
題
等
の
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
る
議
論
と
冷
静
な
判

断
の
上
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
、
行
政
・
議
会
・
住
民

の
総
意
の
も
と
に
、
将
来
に
お
い
て
大

き
な
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
町
の
抱
え
る
諸
問
題

に
対
し
て
、
私
の
み
な
ら
ず
職
員
共
々
、

最
大
の
努
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま

す。
町
民
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
ご
指
導
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
、
新
し
い
年

が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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議
会
は
、
住
民
の
負
託
に
応
え
民
主

政
治
を
支
え
る
重
要
な
機
関
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
地

域
社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
長
浜
町

議
会
も
十
月
に
は
新
し
い
顔
ぶ
れ
で
発

足
し
ま
す
が
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
る

町
政
に
、
一
致
協
力
し
て
そ
の
解
決
に

向
け
て
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ど
う
か
本
年
も
一
層
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
L

し
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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十

一
月
二
十
日
、
白
滝
で
一
級
河
川
肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

事
業
(
激
特
事
業
)
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
二
百
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
七
年
七
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
洪
水
被

害
を
受
け
た
、
大
洲
市
東
大
洲
地
区
か
ら
長
浜
町
大
和
橋
付
近
の
聞
の

う
ち
十
地
区
に
つ
い
て
、
同
年
九
月
の
事
業
採
択
か
ら
五
年
間
を
か
け

て
河
川
改
修
が
な
さ
れ
て
き
た
本
事
業
の
、
完
成
を
記
念
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

式
典
で
は
、
工
事
経
過
報
告
や
来
賓
祝
辞
、
記
念
碑
除
幕
及
び
く
す

玉
割
り
、
堤
防
盛
り
土
締
め
固
め
式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
新
た
に
整
備

さ
れ
た
動
植
物
な
ど
の
自
然
観
察
が
で
き
る
水
路
で
、
今
後
観
察
を
行

う
白
滝
・
柴
両
小
学
校
に
、
建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
長
か
ら
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
碑
除
幕
・
く
す
玉
割
り

記
念
碑
の
題
字
は
長
浜
中
三
年
の

武
田
渉
君
書

長
浜
町
及
び
大
洲
市
の
消
防
団
に

よ
る
堤
防
盛
り
土
締
め
固
め
式

激特事業箇所

従前に完成箇所

現在改良中

今後一般改修予定箇所

協~---
凡

二線堤

八幡浜大洲地方
処点都市地域
大洲拠点地区

防災鎚点
防災ステーシヨン

f91J 

肱川治水の今後の展望として
激特事業により肱川の安全性は向上しましたが、その整備率は約50%

です。今後、上下流のバランスを考慮しなが‘ら、無堤地区の早期解消に

向け一層の努力を図るとともに、既設ダムと山鳥坂ダム建設により洪水

調節機能を強化 す る こ と が 重 要 な 課 題 で す。(建設省大洲工事事務所)
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白
滝
小
学
校

新
校
舎
完
成

①
一
月
二
-
十
一
日
、
総
事
業
費
五
億

六
千
八
百
十
八
万
七
千
円
を
か
け
て
、

山
滝
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
し
ま
し

た
。
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
、
多
目
的
教
室

な
ど
の
近
代
的
な
施
設
が
取
り
入
れ
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
授
業
に
便
利
な
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

③ 

第
一
一
山
味
ま
つ
り

②
一
一
月
二
十
六
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館

で
第
一
同
昧
ま
つ
り
「
海
の
幸
山
の
幸

健
康
バ
イ
キ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
食
か
ら
の
健
康
守
つ
く
り

を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
健
康
に
対
す

る
意
識
向
上
を
阿
ろ
、
っ
と
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

③ 

し
お
か
ぜ
ウ
ォ

l
ク

な
の
は
な
大
会

③
二
一
月
二
十
六
日
、
上
灘
1
長
浜
聞

で
し
お
か
ぜ
ウ
ォ

I
ク
な
の
は
な
大
会

が
開
催
さ
れ
、
ウ
ォ

i
キ
ン
グ
愛
好
者

ら
約
三
百
二
ト
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

町
民
の
広
場
で
は
、
各
種
団
体
に
よ
る

出
庖
や
嵐
太
鼓
・
豊
年
踊
り
な
ど
に
よ

り
、
町
を
あ
げ
て
参
加
者
を
歓
迎
し
ま

し
た
。

4 

伊
能
ウ
ォ

l
ク
が

長
浜
町
を
通
過

④
同
月
五
日
、
伊
能
忠
敬
の
足
跡
を

た
ど
り
、
一
一

O
O
一
年
元
旦
ま
で
に
日

本
列
島
を
一
周
す
る
壮
大
な
ウ
ォ

l
ク

イ
ベ
ン
ト
「
伊
能
ウ
ォ

l
ク
」
隊
が
長

浜
町
に
到
着
し
ま
し
た
。
翌
日
に
は
地

元
か
ら
も
約
五
十
人
が
参
加
し
、
次
の

目
的
地
伊
予
市
を
目
指
し
ま
し
た
。

レ
ク
バ
レ
l大
会

⑤
五
月
二
十
八
日
、
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
で
第
十
回
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
の
愛
好
者
ら
六
チ
l
ム
、
合

計
約
六
十
人
が
参
加
し
、
の
び
の
び
プ

レ
l
で
好
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。

櫛
生
で

し
ょ
う
ぶ
祭
り

⑥ 

八
月
十
一
日
、
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー



横
の
し
よ
う
ぶ
間
で
、
櫛
生
し
よ
う
ぶ

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

し
よ
ろ
ぶ
が
美
し
く
映
さ
誇
る
中
、

各
科
川
体
に
よ
る
出
府
や
仰
一
昨
の
作
品

一
段
必
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
は
た
勢
一

ω来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

Lυ @ 

維
新
の
港
・
・
ー

な
が
は
ま
一
一
一
0
0
0
事
業

⑦
七
月
二
十
一
、
二
十
二
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
、
「
維
新
の
港
・
:
な
が
は

ま
二

O
つ
つ
」
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
初

H
に
は
山
馬
講
演
会
や
パ
、
ネ
ル 心

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
二
日
日
に
は
第

四
同
諸
馬
ク
ル

1
ジ
ン
グ
-
ウ
ォ

i
ク

一
編
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
二
百
人
は
、

届
馬
を
し
の
び
な
が
ら
夜
意
義
な
二
日

両
を
過
ご
し
空
し
た
c

な
が
は
ま
赤
橋夏

ま
つ
り

⑥ 

一
£
八
月
五
日
、
恒
例
の
な
が
は
ま
赤

松
支
ま
り
り
が
開
催
き
れ
ま
し
た
。

各
種
出
府
、
展
一
一
小
コ
ー
ナ
ー
や
長
浜

町
商
品
券
抽
選
会
、
チ
ピ
ッ
コ
の
ど
白

惜
の
ほ
か
、
郷
土
芸
能
ス
テ
ー
ジ
公
演
、

打
ち
上
げ
花
火
な
ど
が
行
わ
れ
、
十
ハ
勢

の
来
場
者
が
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。

⑫ 

少
年
剣

裁士
戦が
を
展
開

⑨
九
月
十
日
、
長
浜
高
校
体
育
館
で
、

第
二
同
豊
川
杯
長
浜
剣
道
大
会
が
開
催

さ
れ
、
大
洲
・
喜
多
地
域
の
小
中
千
生

約一一一一山一
4
十
人
が
参
加
し
ま
じ
た
の

少
年
剣
士
ら
は
、
日
間
一
鍛
え
た
椋
習

の
成
果
を
発
揮
し
て
、
み
ご
と
な
竹
万

さ
ば
き
で
好
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。

西
日
司
自
治
大
臣
@

国
家
公
安
委
員
長
を

囲
む
会

⑩
卜
月
七
日
、
町
体
育
館
で
西
田
司

向
治
大
臣
・
国
家
公
安
委
ハ
一
長
を
屈
む

会
が
同
開
催
さ
れ
、
約
五
一
山
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

西
田
大
臣
は
、
出
席
者
か
ら
送
ら
れ

る
就
任
の
喜
び
ゃ
激
励
の
言
葉
仁
、
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
お
答
え
に
な
る
な
ど
、

終
的
和
や
か
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

緊甚級
急災河
事害JU
業対肱
竣策JII
工特
式別

⑪
十
一
月
二
十
日
、
白
滝
で
一
級
河

川
肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

(
激
特
事
業
)
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

関
係
者
約
二
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
記
念
刊
除
詐
及
び
く
す

玉
割
り
、
堤
防
盛
り
士
締
め
凶
め
式
な

ど
が
行
わ
れ
、
出
席
者
全
員
で
工
事
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

懐
か
し
の

υ

s
L列
車
が
快
走

@
ト
一
月
二
十
一
日
か
れ
一
二
十
六
日

ま
で
の
六
日
間
(
二
日
で
一
往
復
)
、

松
山
j
宇
和
島
問
で
懐
か
し
の

S
L
列

空
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
c

長
浜
駅
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
と
よ
り
、

一
-
十
三
日
に
は
、
ふ
り
却
ま
つ
り
で
賑

わ
う
白
滝
駅
に
も
停
車
し
、
嵐
太
鼓
の

演
奏
や
、
る
り
姫
に
扮
し
た
稚
川
ん
た
ち

が
乗
客
ら
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

「
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j重責里への入所申込み

ただ今宮古[iill@白トト
平成 13年度の、保育所(長浜乳児保育所を含む)

への入所申込みの受付を次の要領で行っています。

@受付期限
平成 13:f[三 1月 31日 ま で

@受付場所
入所を希望され る 保 育 所 ま た は 役 場 住 民 福祉謀

し
も
れ
て
い
る
児
童
が
あ
り
ま
し
た
ら

長
浜
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
(
宮

五
二
一
一
一
一
・
刷
一
一
一
六
二
)
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

む
石
山
恭
子
⑦
上
田
葵
①
窪
亜
梨
沙
②

楼
田
康
允
、
笹
田
一
蒙
(
明
石
同
石
歩
花
臼
別

宮
漂
⑤
水
沼
麻
里

⑤
岡
崎
誠
⑤
竹
村
玲

巴
後
藤
一
弥

@入所基準
保育所へ入所できる児童は、児童の保護者のしミず

れもが次の各号のどれかに該当し、児童を保育する

こ とができない と認められ、また、同居の親族やそ

の他の方も、この児童を保育することができない場

合に限られます。

従 って 、基 準に該当しない場合は入所できません

のでご了承ください。

の
今
回
光
一
郎
⑦
上
田
佳
奈
、
⑤
大
田

有
夢
、
大
成
諒
②
小
西
綾
乃
む
柴
田
敬

大
⑤
谷
本
研
次
⑤
中
川
満
美
子
⑤
村
本

武
尊
⑨
矢
野
俊
輝
、
矢
野
寛
輝
、
山
本

愛
@
渡
部
誠
、
渡
造
涼
子

①
上
田
朋
代
⑤
大
山
晃
史
③
菊
岡
亜
由

美
、
菊
地
美
佳
⑦
土
寸
同
龍
太

宏 Q
、井

1:ffi _t~ 
山詞3
未 一
来何

J'-
千霞
あ
7う、

オユ
⑪ 
十E号
本
τ士了

⑤
梶
尾
亜
希
、
加
納
早
紀
③
城
戸
雅
人

③
斎
藤
憧
也
む
下
坂
大
将
③
松
出
裕
太

郎
⑥
村
上
拓
海

⑧
明
智
正
洋
、
天
川
巴
絵
何
稲
津
隆
太
、

①家庭外労働ー・ー農業や漁業に従事したり会社へ勤め

る等、家庭の外で仕事をしている方。

②家庭内労働・町且昼間家庭内で、自営業・内職等、

童と離れて家事以外の仕事をしている方。

③母親の出産...出産の前後で、その児童の保育がむ

ずかしい方。

④病気等胃病気になったり負傷したりしている方、

もしくは、心身に障害がある方。

⑤病人の看護等調・・病気や心身に障害がある同居の親

族を、いつも介護している方。

⑥家庭の災害...震災ー風水害-火災-その他の災害

の復旧に当たっている方。

※ 現在入所されておりヲ|続き入所を希望される方

については、申し込みは不要ですc 新たに新年度か

ら入所を希望される方だけ申し込みが必要になりま

す。ただし、課税・就労証明等は、全員の方が必要

です。

入所を希望され る 方 、 保 育 所 の 概 要 等 詳 しい事を

知りたい方は、最寄りの保育所または役場住民福祉

課(告52-1111圃惰)2063) へお問い合わせぐださい。

111 
ノu

井
上
英
彰
①
浦
上
紗
失
香
、
浦
上
美
輝

⑤
大
谷
夏
鈴
、
大
谷
鈴
果
、
大
政
歩
、

岡
篤
也
、
岡
本
風
花
、
同
本
昌
也
、
尾

上
慶
尚
⑤
片
岡
未
来
、
神
田
佳
尚
③
城

一
戸
賢
也
①
熊
野
健
太
③
笹
本
龍
也
む
武

田
郁
哉
包
辻
麻
乃
、
鶴
崎
彩
太
示
⑤
中
見

佳
奈
、
中
見
書
希
巴
岡
崎
嘉
人
、
二
宮

未
有
⑤
野
村
梨
菜
⑪
漬
上
春
菜
②
東
佳

歩
、
東
優
子
、
日
高
真
央
③
松
下
和
佳

奈
⑨
矢
野
陽
介
、
山
口
裕
貴
、
山
田
彩
、

山
田
青
空
、
山
本
朔
⑥
渡
壁
未
タ

-6-

。
後
藤
義
樹

遊具で遊ぶ園児たち



ふれおい会館だより
ふれあい会館では、干記のとお

り各種展示会を開催します。

皆さん、ご近所お 誘 い 合 わ せ の

上ぜひご鑑賞ください。

吉本節子氏
和紙人形展

柴の吉本節子さんが、一体一体

心を込めて作り上げられたかわい

い和紙人形約30点を展示します。

【期間】 1 月 4 目~ 1 4日(月曜

日休館薗午前 9時~午後 5時)

【場所1ふ れ あい会館ギャラリー

町内小学生
書き初め展

町内各小学校 児 童 に よ る 書 き 初

長濃間生纏学
まちづくり推進大

を開催します
第 2回を迎えた本大会。今回は、斗ミ態系の貴さ、白然の大切さを

再 認 識し、美しく住みよい長浜町づくりを目指して開催します。

{期日]平成 13年 1月 28日(日)午後 O時 5 0 分~4 時 4 5分

[場所]長浜町中央公民館大ホール

Iテーマ]環境からのまちづくり 2001

I内容1
12:00~受付

12:50~ オープニング(大和小児童による豊年踊り)

13:30ー まちづくりシンポ

15:20~ 講演「講師...女優・浜美枝:演題・一美しい日本の暮らし」

【参加申込1平成13年 1月10日(水)までに、各地区の公民館、ふ

れあい会館、または教育課へお申し込みください。

Eお問い合わせ】長浜町教育委員会生涯教育係(宮52-1111園清i)216

1 )まで。

め作品、約200点を展示します。(水) [出願受付]平成 13 if 2月 15 

【期間】 1月 1 7 日 ~28 日(月 [試験地]本校・徳島・松111.高 日(木)まで。

曜日休館・午前 9時~午後 5時) 知 I授 業 視 聴 ] ス カ イ バ ー フ ェク T

【場所1ふれ あい会館ギャラリー

醐臨時撤儲æ:::::'中長羽按~~:担:~::-=:::::::::見詰羽ヰ臨時æ::::~:詰見詰詰

g定期税務相談自程

I受験料等]0受験料"'18，000円 V(テレビ205ch・ラジオ500ch)

O入学金...不要。授業半+...年額26 全国放送中!

9，700 [1] (現行) 【資料請求 a 詳細お問い合わせ1

[場所]大洲商工会館

{内容]税金に関すること全般

Eお問い合わせ1四国職業能力開 放 送 大 学 愛 握 学 習 セ ン タ ー (干79

発大学校学務課(干763四 0093香川 0-0826松山市文京町 3番<愛媛大

I担当]高松国税局税務相談室 県丸亀市 郡家町3202:告0877-24-

【日時"] 2月 9日(金)午前 10 6255) 

時~午後 3時 E伊坊や掛端成:::::~:掛湖沼J滋樹主出邸内:望組官皆

様掛端蹴糊跡調5蹴糊:附掛蹴糊控:~ @放送大学を
喜四国職業能力開発大学校 3 ご存じですか?

g 平成 13年度学生募集 放 送 大学は、テレビラジオを

[募集学科・定員]0機械システ 利用して授業を行う正規の通信制

ム系(生産技術課)・・・ 20人O電 4年生大学です。

気.電子システム系(電子

.一.20人O居居千イ住主システム系(住居 得すれば、「学士(教養)川Jの学位

環境課) ...2 0人O情報システム 7がうヂf取得でで、きますn 幅広い分野の約

系 (け'1惇序情予言辛民財ナ支f桁言詩号果ミ) ...2 0ノ人¥. 320平半口 をそろえ、 1干科:斗卜目 7カかうがミらでで、

I応募資格]高等 学 校 を 卒 業 し た も学ぶことがでで、きます O 入字学て試験

者(平成1日3年 3月卒業見込み含む) はありません。

[入試科目]数学・英語 [募集学生]0全科履修生(卒業

I願 書 受 付 ] 平成 13年 1月 16 を目指す学生)0選科履修生(1 

日(火) ~ 1月 24日(水) 年 間 在 学する学生)0科目隠修生

[試験日]平成 13年 1月 3 1日 ( 6か月間在学する学生)

-7-

学内>:宮089-923-8544: http: 

バグwww.u-air.ac.jp/hp)

;新刊情報です
~長浜町立図書館~

書 名 著者

。医師は何をしたか桐山やす子

。寒がりの死体 11I村美 紗

。今こそ役立つ秘伝の卵油

宮西ナオ子

。故郷 水上勉

Oガンが消えた日 杉本賢司

Oシドニーオリンピック写真集



事議i事培盟議豊富品
選日さん

と思われるでしょう

厚生年金保険・共済組合加入者を除く

ート
成人の仲間入りをされる背さん、成人おめでとうございます。

皆さんは、 20歳 に な っ て 何 か ら 始 められますか。 晴れて大人の仲間入りをされた皆さ

んには、選挙 権など様々な権利とともに 義 務 が 生 じ る こ と に な り ま す 。 例 え ば 、 国 民 年金

の加入もそのキつです。 20歳と|寸時に加入し、保険料を納めることも大切な義務です。

国民年金{ま、皆さんを中心に若い世代が保険料を納めることによって、お年寄りの年金

を支え、まずこ 皆さ んの 老後 の所 得保 障だけでなぐ、方ーの事故 E 病気に対しても安心して

生活できる制度です。

2 0 歳になったばかりの皆さんは「年金なんて遠い将来のこと・・・」

が、ちょっと考えてください。人はだれでも年をとります。

も し、 年金 を受けられなかったらどうしますか?
将来を生きがい のあ る豊 かな もの にするために「備えあ

れば憂いなし」のとおり、その時になって慌てぬように若

いときから準備しましょう。

20最になったあなた、
今すぐi茸民年金の加入手続きをしましょう ρ

0) 20 患っ

一
私
は
、
小
・
中
・
高
等
学
校
と
同

一
和
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
た
中
で
思

一
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

一
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
と
い
う
考

一
え
は
、
絶
対
に
間
違
い
で
あ
る
と
い

一
う
こ
と
で
す
。

一
私
が
最
初
に
同
和
問
題
と
出
会
つ

一
た
の
は
、
確
か
小
学
校
五
年
生
の
時

一
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
の
時
、

一
「
部
落
の
子
だ
か
ら
遊
ん
で
は
い
け

一
な
い
。
」
と
ど
う
し
て
大
人
た
ち
が

一
言
、
つ
の
か
が
と
て
も
不
思
議
で
理
解

一
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

園
そ
の
後
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
学

一
習
し
て
い
く
中
で
、
ど
う
し
て
部
落

一
の
人
た
ち
が
差
別
を
受
け
て
い
る
の

一
か
、
そ
の
背
景
を
知
る
よ
う
に
な
り

一
ま
し
た
。
そ
し
て
「
寝
た
子
を
起
こ

一
す
な
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
こ
と

一
を
知
り
ま
し
た
。
私
も
最
初
は
、
部

一
落
差
別
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
、

一
差
別
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

一
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
学
校
で
同

一
和
教
育
を
学
ば
な
か
っ
た
ら
部
落
差

一
別
を
知
ら
ず
に
済
ん
で
差
別
は
な
く

一
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

一

氏

品

目

出

y
t
弘、

E

d

r

園
眠

M
r
t足、
h
h
即
日
開
潟
市
凶

〆

A

J

E

m

g

E

九百二

J
E
3

圃

Yt臨
調
瞳

w
t
-
一
-v:~

一

κ同
一
々
‘

園

‘

h

し
か
し
、
学
校
で
部
落
差
別
に
つ
い

て
た
く
さ
ん
学
ん
だ
今
、
こ
の
考
え
は

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
部
落
差
別
が
で
き
た
の
か
を

学
習
し
ま
し
た
。
今
ま
で
部
落
の
人
々

が
さ
れ
て
き
た
差
別
に
つ
い
て
知
り
ま

し
た
。
私
は
、
ど
う
し
て
同
じ
人
間
な

の
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
差
別
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
て
も
嫌
な
、

は
ら
だ
た
し
い
気
持
ち
が
こ
み
上
げ
て

「同和教育について」

高校 1年生
( 11年度人権作文集より)

き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
部

落
差
別
を
何
も
知
ら
ず
に
い
た
ら
、
間

違
っ
た
言
い
伝
え
を
信
じ
て
差
別
し
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
自
分
の
姿
を
想
像

し
て
、
恐
ろ
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
自
分
の
考
え
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
と
い
う
考

え
方
で
部
落
差
別
に
つ
い
て
学
習
し
な

い
で
い
た
ら
差
別
は
絶
対
に
な
く
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
間
違
っ
た
考
え
を

-8← 

持
っ
て
い
る
人
が
い
る
限
り
差
別

は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
同
和
問
題

を
学
習
し
、
正
し
い
知
識
を
得
る

こ
と
が
、
部
落
差
別
解
消
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。
部
落
差
別
は
、

ま
だ
ま
だ
解
消
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、

特
に
結
婚
や
就
職
の
場
面
で
残
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
が
、

同
和
教
育
を
受
け
、
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
て
い
け
ば
、
き
っ

と
い
つ
の
日
か
同
和
問
題
は
日
本

か
ら
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
、
私
に
で
き
る
こ
と

は
、
も
っ
と
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
あ
い

だ
、
学
校
の
人
権
委
員
会
の
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
た
新

し
い
発
見
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
私
は
人
権
に
つ
い
て

ま
だ
ま
た
勉
強
不
足
だ
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
も
っ
と
人

権
に
つ
い
て
学
び
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。



シ 予防に いて
「インフルエンザ。おガ愚前iご予防。ごじ与す前lこ冶嫌。」

イ~7'L%.~時、と普通院か盤、l害訟争遵う多事官曹がfp
普 jillぴ〉かぜとインフルユンザを混同していませんか。普通のカミぜの訂正状l土、のどが痛む、鼻がむずむず、

寸る、水のよろを阜汁7うすで乙、くしゃみや咳きが出ゐなどが中心で、全身1止状はあま I').~ られま寸ん。

一方、インフルエンザにかかると 390CJ.'Clの発熱、頭痛、問EiIJ痛、前向痛などゴモ」誌のJ主状が5EIi<、あわ

せて、のどの痛み、拝i1 なと、の症状も見られま-~-c また、インフルエンザは流行が始まると、円期間い 小

兇7J、ら高齢者ーまで膨大な数のへををき込み、 65歳以上の高齢者で

死亡率が高〈なるという点でも大きな違いが比 ιノれ主す υ

if 

長浜高校K術部愛馬馬子 l
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人 図インゥJ!..ヱンザによる究亡数
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L l璽全U 関 Eí5歳以上死亡政，~，.. ，.... -_， ~-，- ，._-， | 資料以生宵「人11動鰐緋計」 ( 

__j 

7tLZ??婚記官官舎品等いI車輪位
給品う事itw，議義いので事骨守

インブルエンサ辻、空気lt仁川、散されたウイルスを鼻舵など伝道

に吸入することによって感柴します J イ〉 フル エン ザが 流行 してき

たら、人混みや繁華街への外出は控えめにしましょう。インフ ル L

ンザ感染の広がりには空気の乾燥?う;1調達しています'.'三戸内では}Jll湿

器など を 便 っ て 適 度 な 湿 度 を 保 ち 、 ま た 、 外 出H干のマスクマチri;右時

の うがい、手洗いを励行しましょう υ

ず:'7'LX~時ti)予賄持種1書離農甜高島j審事攻
下防接位を受けないでイシフルコンザにかかった人の 71)%から

お o9<:)の人は、インフル工ンザの予防長?干重そ受7けていオU工、インフ

ルエンザにかから 4にすむか、か7う、つでも1'T1;1犬が軒くすむという有

効性iバ証明されています r 特にi白歯主百の場合は、月市炎やインフルエ

ンザによる人目・死亡を減らすことが日正明 3れてし〉ます。

65歳以上の高齢者に対しては 1回の接種でも十分効果がある とす

る研究結果が得られております。 13歳以よf:i4歳以 fの方でも、近年

確全 にインフル工ンザにかかっていたり、 H乍半インフルエンザ の予

防長挿を受けている方i土、 1回接位でも追加免疫心効果で iづずな免

、)，乏が梓られるプJもあると考えられます 接種回数7うす 1凹か 2回か の

最 終 判断は、接種すろ医師の決定によりますので、接種の際にはこ

れまで の イ ン フ ル エ ン ザ に か か っ た こ と の あ る な し 、 ワ ク チ ン接種

のあるなしとその時期、そして現在の体調なとを担当医師に十 分 お

伝えくた、さい。



交
通
事
故
防
止
を

ー
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
1

十
月
二
十
四
日
と
三
十
一

日
の
二
回

に
わ
た
り
、
ふ
れ
あ
い
会
館
を
主
会
場

に
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
町
内
の
高
齢
者
約
四
十
人
が

参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
年
々
増
え
続
け
て
い
る
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
行
わ

れ
た
も
の
。
二
十
四
日
に
は
、
大
洲
警

察
署
の
河
野
交
通
課
長
に
よ
る
事
故
防

止
の
た
め
の
講
話
の
後
、
環
境
緑
地
に

会
場
を
移
動
。
参
加
者
ら
は
、
夜
間
に

歌
や
演
奏
を
披
露

ー
町
内
音
楽
発
表
会

1

十

一
月
九
日
、
長
浜
小
学
校
体
育
館

見
や
す
い
服
装
の
色
や
反
射
材
の
効
果

な
ど
の
実
験
に
立
ち
会
い
、
事
故
か
ら

身
を
守
る
た
め
の
学
習
を
行
っ
た
。

一生懸命演奏を行う児童たち

で
第
三
十
五
団
長
浜
町
内
音
楽
発
表
会

が
開
催
さ
れ
、
各
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
ら
約
三
百
人
が
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
同
士
の
親
和

を
深
め
る
と
と
も
に
、
音
楽
鑑
賞
力
を

高
め
町
内
音
楽
教
育
の
進
展
を
図
ろ
う

と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。

器
楽
演
奏
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
、

先
生
の
指
揮
と
自
分
の
手
元
に
交
互
に

視
線
を
や
り
な
が
ら
、

一
生
懸
命
に
演

奏
を
披
露
。
合
唱
で
も
、
そ
の
大
き
く

開
い
た
口
か
ら
澄
み
切
っ
た
素
晴
ら
し

い
歌
声
を
発
し
て
い
た
。

特
色
あ
る
学
校
づ
〈
り
を

夜間の視覚実験に臨む参加者

ー
長
高
水
族
館
ま
つ
り

1

十
一
月
十
八
日
と
十
九
日
の
二
日
間
、

長
浜
高
校
で
「
長
高
水
族
館
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
生
徒
や
保
護
者
、
地
域

住
民
ら
多
数
が
同
校
を
訪
れ
た
。

こ
れ
は
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
長
高
水
族
館
の
取
り
組

み
を
一
般
公
開
し
、
高
校
と
地
域
の
連

.._ 
興昧深く水槽をのぞき込む来場者

携
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
。

十
八
日
午
前
中
に
は
、
岩
城
村
役
場

産
業
振
興
課
の
宮
脇
馨
氏
を
講
師
に
迎

え
「
こ
れ
か
ら
の
町

ε

つ
く
り
」
と
題
し

た
講
演
、
生
徒
ら
に
よ
る
デ
ィ
ベ

l
ト

が
展
開
さ
れ
た
。
午
後
か
ら
は
、
「
こ

れ
か
ら
の
水
族
館
」
を
テ
l
マ
に
、

講

演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
「
こ
れ
か
ら
の
水
族
館
は
社
会

教
育
の
場
」

「水
族
館
建
設
は
長
浜
町

晴
海
で
葦
の
伐
採

ー
町
議
会
議
員
ら
が
呼
び
か
け
1

三にれ面交ロ
十よたに l 十
人り 。群ドー
が 、町生と月
参各 議 す 並十
加種 会る行 九
。団議葦す日

そ イ本員のる
れ、有伐 、晴

ぞ行志 採 J 海
れ政の作 R の
がな呼業のア
草どびが軌ジ
刈 かか行道サ
f幾らけー オつ I去??イ

最
大
の
夢
。
夢
を
形
に
す
る
た
め
の
意

見
を
」
逗
洋
生
物
研
究
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
育
成
を
」

「地
元
の
魚
の
ア

ピ
ー
ル
も
」
「
大
き
さ
を
競
う
だ
け
で

な
〈
長
浜
ら
し
い
水
族
館
を
」

な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
。
翌
十
九
日
に

は
、
公
開
水
族
館
と
し
て
、
飼
育
生
物

の
展
示
の
ほ
か
、
海
産
物
な
ど
の
即
売
、

バ
ザ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
家
族

連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

-10-

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
を
持
ち
寄
り
、

作
業
に
あ
た
っ
た
。

高
さ
二
メ
ー
ト
ル
を
優
に
超
え
る
葦

の
群
生
を
、
次
々
に
刈
り
倒
し
な
が
ら

進
む
こ
と
約
四
時
間
。
延
長
約
三
百
六

十
メ
ー
ト
ル
の
同
区
域
は
、
作
業
前
と

は
見
違
え
る
ほ
ど
す
っ
き
り
と
き
れ
い

な
景
観
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

安
全
に
無
理
な
〈
続
け
よ
う

ー
健
康
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
ー

伐採を行う参加者たち

十
一
月
五
日
と
二
十
六
日
の
二
回
、

そ
れ
ぞ
れ
白
滝

・E-
武
浜
挫
以
一で
健
康
ウ
ォ
l

キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
約
六
十
人

が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果

が
あ
り
、
安
全
に
無
理
な
く
継
続
で
き

る
健
康
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
の
普
及
を
目
的

に
、
長
浜
町
保
健
栄
養
推
進
協
議
会

(久
保
裡
子
会
長
)
が
実
施
し
た
も
の
。

二
十
六
日
に
は
、
参
加
者
ら
は、

ふ



れ
あ
い
会
館
か
ら
嵐
展
明
日
公
国
往
げ
は
の

和
七
1

闘
を
約
二
時
間
か
け
て
歩
き
、
そ

れ
ぞ
れ
が
マ
イ
ペ
ー
ス
で
す
が
す
が
し

い
汗
を
流
し
て
い
た
。

維
新
の
道
を
た
ど
っ
て

ー
河
野
兵
市
氏
が
来
町
1

十
一
月
一
-
寸
川

H
、
龍
馬
脱
落
の
追

を
た
ν
ー
一
る
片
山
の
途
中
の
冒
険
家
、
河
町

兵
市
さ
ん
が
川
船
で
肱
川
河
口
に
到
着

し
た
。
こ
の
旅
は
、
来
春
北
椀
点
か
ら

故
郷
没
媛
ま
で
を
踏
破
す
る
一
万
五
千

回
の
大
日
燥
を
は
に
、
そ
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
そ
か
ね
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

J

到卦一川
ω段
、
河
軒
さ
ん
は
疲
れ
だ
悼
チ

も
な
く
、
龍
馬
が
一
一
伎
の
宿
を
と
っ
た

と
言
わ
れ
る
冨
屋
金
兵
衛
宅
(
長
浜
:

現
宮
回
運
夫
さ
ん
宅
)
を
訪
問
。
夜
は

砂
浜
で
キ
ャ
ン
プ
を
張
っ
た
。
理
引
は
、

あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
あ
っ
た
が
、

サ
ポ

l
タ
!
と
と
も
に
ゴ
ー
ル
の
山
口

県
へ
向
か
っ
て
、
シ
l
カ
ヤ
ッ
ク
で
元

濠
し
く
立
派
な
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
の
闘
い
を
込
め
圃

て
心
打
付
け
ま
し
た
。

元
気
で
だ
れ
か
ら
も
好
か
れ
る
人
に
な
っ
て
ね
!

一
三
九
器
購
融
麟
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制
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J
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ω
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J

m

J
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f

年一

環
滋
議
監
事
纏
湖
沼
鍋
圃
圃
固
い
長

f

t

υ

揚
縁
パ

j

内

ノ

ム

幽

z
u
f
ぷ
そ
堅
議
/
一

h
E
-

Jbγ

乏し一!と数欝

F1一
護
霊
平
一

(父
H

俊
幸
さ
ん
・
母
H

華
江
さ
ん
)

まさはる

飛田雅治ち苧ん

ふれあい会館をスタートする参加者たち

気
に
こ
ぎ
出
し
ご
い
っ
た
ハ

ん4
C
 

マ?』
国
会司るす

ム

航出と一川

戸
一
冗

句
H
M

+
自
+

早

九
十
ニ
チ
l
ム
が
力
走

ー
長
浜
駅
伝
競
走
大
会
1

十
二
月
十
円
、
長
浜
1
山
滝
問
で
、

第
三
十
五
同
長
浜
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
、
県
下
各
地
の
ク
ラ
ブ
チ

i
ム

な
ど
合
計
九
十
二
チ
l
ム
が
参
加
し
て

健
脚
を
抗
い
合
っ
た
。

熱
戦
の
末
、
一
部
改
松
山
陸
協
A
が

優
勝
。
地
品
川
長
浜
体
協
は
、

A
チ
1
ム

二
十
五
位
、

B
チ
i
ム
四
十
六
位
で
あ
っ

た
じ
ま
た
、
三
部
は
役
場
好
球
部
、
三

部
は
新
山
高
校
、
四
部
見
子
は
長
中
卓

球
部
D
、
四
部
女
子
は
長
小
レ
弘
子
駅
伝

: [~ 
長国
在[記
2望

一斉にスター卜する選手たち

お
は
よ
う
と
焚
火
老
父
の
笑
顔
か
な

一

日

田

節

子

過
疎
の
村
枯
野
と
な
り
て
タ
映
ゆ
る

中

比

貞

子

リ
山
ほ
こ
胸
の
釦
で
あ
そ
ぶ
問
、
ι

中

島

千

代

子

雨
毎
に
着
ぶ
れ
て
ゆ
く
老
夫
婦

亀

岡

幸

子

ト
ヌ
の
，
十
勺
一
き
子
等
の
立
円
出
パ
ワ
ー
あ
り

宮

田

弘

義

着
ぶ
く
れ
て
座
敷
婆
に
為
り
て
お
り

井

東

純

子

カ
ル
ス
ト
の
乍
も
ま
ば
ら
や
大
枯
野

津

田

操

秋
愁
や
路
ふ
さ
ぎ
た
る
蛤
り

久

保

茂

子

田
円
検
診
白
衣
の
技
削
の
赤
い
羽
根

谷

本

一

善

湯
上
が
り
の
家
族
で
囲
む
蜜
柑
か
な

高

左

木

方

部
、
女
性
の
部
は
つ
一
瓶
高
校
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
し
た
。H

喜
多
灘
小
学
校

H

秋
の
日
に
お
い
も
ぼ
っ
こ
り
穴
あ
い
た

一

年

後

政

葵

虫
の
声
夜
に
響
く
よ
苛
楽
隊

二

年

淵

上

千

弥

帰
り
道
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
が
る
ど
ん
ぐ
り

こ

二

年

山

根

里

香

秋
に
な
り
虫
が
出
て
き
て
の
ど
自
慢

四

年

賀

栄

悠

ひ
ま
わ
り
の
背
の
高
さ
が
う
ら
や
ま
し

い

川

年

藤

岡

渉

コ
ス
モ
ス
に
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
さ
そ
わ

れ

た

五

年

攻

本

奈

美

花
火
す
る
思
わ
ず
、
つ
っ
と
り
家
族
の
輪

五

年

佐

藤

会

香

い
ち
ょ
う
の
木
で
っ
か
い
空
を
見
上
げ

て

る

五

年

谷

上

梓

判
に
な
り
氷
が
は
っ
て
た
も
う
冬
だ

六

年

役

一

脹

裕

樹

授
業
中
大
き
な
音
の
く
し
ゃ
み
す
る

六

年

松

友

理

枝

下

11 



お
誕
生
お
め
で
と
う
H

n月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

Mm
豊
茂
と
も
し
び
母
親
ク
一
7
7

州

働

優
良
団
体
表
彰

術

品

@

a

q

鵡

1
全
国
母
親
ク
ラ
ブ

噂

糊

連
絡
協
議

会
長
表

彰

1
鰍

十

一
月
九
日
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ

た
母
親
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
の
席
上
、
豊

茂
と
も
し
び
母
親
ク
ラ
ブ
が
多
年
に
わ

た
り
母
親
ク
ラ
ブ
活
動
の
普
及
発
展
に

尽
力
し
、

地
域
社
会
に
お
け
る
児
童
の

健
全
育
成
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
こ

と
に
よ
り
、
全
国
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

似

長
浜
高
校
郷
土
芸
能
部

輪

対

、}
全
国
大
会
出
場
へ

1
均
一

十

一
月
十
八
日
、
松
山
市
で
第
四
十

一
回
愛
媛
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
、
郷
土
芸
能
部
門
に
出
演
し

た
長
浜
高
校
郷
土
芸
能
部
(
豊
年
踊
り
)

が
優
秀
校
に
選
ば
れ
、
み
ご
と
来
年
夏

に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
(
福
岡
大
会
)

へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

同
校
の

全
国
大
会
へ
の
出
場
は
、
平
成
八
年
以

来
、
五
年
ぶ
り
三
度
目
と
な
り
ま
す
。

を
・:
と
、
当
て
に
な
ら
な
い
目
標
を
た

て
て
い
る
と
こ
ろ

で

す

。

(

や

)
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も

H

広
報
な
が
は
ま
u

ご
愛

読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
「
新
世
紀
の
幕
開
け
」
と
か

「ミ
レ
ニ
ア
ム
元
日
こ
と
か
い
っ
た
コ

ピ
ー
が
巷
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
つ

い
こ
の
前
ま
で
主
役
だ
っ
た
「
ミ
レ
ニ

ア
ム

二
0
0
0年
」
の
コ
ピ

i
は
、
世

間
で
も
て
は
や
さ
れ
た
ほ
ど
皆
さ
ん
の

記
憶
に
留
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

年
が
明
け
て
二

O
O
一
年
。
昨
年
、

京
都
大
仙
院
の
尾
関
宗
園
住
職
か
ら
頂

い
た
「
今
や
ら
ず
に
い
つ
や
る
。
あ
な

た
が
や
ら
ず
に
だ
れ
が
や
る
。
」
の
言

葉
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
私
の
感
覚
で

は
い
つ
も
の
お
正
月
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
が
、
両
世
紀
に
わ
た
っ
て
生
を
受

け
た
こ
と
に
感
謝
し
、
今

一
歩
の
精
進

訂
正
:
・
本
紙
十
二
月
号
十

一ペ

ー
ジ

の
、
郡
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

・

男
子

一六
十

m
ハ
ー
ド
ル
一
の
成
績

で
、
「
②
菊
地
竜
二

(
大
和

)
9
秒

0
」
と
あ
る
の
は
「
①
菊
地
竜

一
一

(大
和

)
9
秒
9
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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所員マ
氏安 や 坂矢吉

名長 み 本野岡

称 . 梨 り志 し奈な
死喧 | 帆ほ月月iで?
亡 I J 

日寺
年
歯令

出 下 長
5頁

j毎戒 浜

将

一
朗

史
俊

直
哉

11月末現在 前月との比較

9，781人 17人減

人 口 (男 4，624人) (男 9人減)
女 5，157人 女 8人減

世帯数 3，612世帯 6世帯減

長浜高校郷土芸能部の皆さん

下
須
戒

黒

田

須

沢

沖

甫

長

浜
黒

田

長

浜

出

海

長

浜

櫛

生

長

浜

山池 中稲松淳下

勝
子
(
五

こ

ユ
リ
エ
(
七
二
)

コ
ト
エ
(
八

O
)

盛
秀
(
七
六
)

フ
ユ
(
八
六
)

智

弘

(

一
一
九
)

チ

エ

(
九
O
)

東
(
七

O
)

ト
ヨ
カ
(
七
九
)

オ
ヨ
リ

(
八
二
)

枝

(
二
一
)

熊福合 三
、フ

田 野 崎 浦 川 垣 田 井田

人口・世帯数のうごき

平成13年 l月 l日発行平成13年 1月号

野島

華

謹賀新年 。 町民の皆々様には、ご

健勝で希望あふれる21世 紀を迎 えら

れたことを心 よりお慶び申し上げま

す 。今年は巳の年。 蛇は次々に古い

殻を脱ぎ、どんどん成長し、やがて

何 者にも負けない自信と強さを身に

つける 。

建築家の第一 人者として活躍中の

小林祥星氏は、家 相 方位学の第一人

者でもある 。氏の言 葉に よると 120

01年は革命の年で、 自 然 破 壊 か ら 政

治・経 済は もちろん、私たちの身辺

の生活に至るまで何 かが起こってお

か しくない年Jだという 。加 えて時

代 の ス ピ ー ドが加 速し、去年が「急

流」なら 、今年は「激流」の時代 だ

とし寸 。今 ま で の自分から脱 皮する

革 命の 年。 今年にやる気があれば

‘なりたい自分になれる年 o 1金

持ちになりたしリ 「才能 を 生かした

しづ「健康にな りた しづなど、 自分

の夢を大きく持てばどんどん夢が叶

えられる 。 「小 吉が大吉に転びやす

い年」で、だれでも トップにのし上

がる可 能性を秘めて いる 。 「チャン

スは寝て待て」でなく「つかみ取れ」

が2001年の合言葉で あ る 。

人生の大勝負を上手に乗り切る 3

大ポイン トは、「人に頼らずJ1決断

力を養う J1出た答 えが 1番と思う」

こ とで、前向きの気持ちを忘れず 目

の 前のハー ドルに挑 戦 す る 。

今年の干支は「巳」。 町民も 2001

年の巳年を迎 えて、 こぞって今まで

の自分から「脱皮」し 、 巳年 にあや

かり、 2001年を21世紀の出発点とし、

町 政の一 大飛躍発展を図り他の市町

村のうらやむ住み よ い町づ くり に選

進し、 町民に夢と希望を与えて欲し

い。巴年にちなみ脱皮を繰り返し 、

新鮮で活力ある実践を目指し輝かし

い21世紀の出発点としよ う。 そ こ に

家庭の紳は深まり郷土長浜町の飛躍

充実が期待できょう 。

広報ながはま


